
第３５回本試験ライティング問題 模範解答例 

 

2018 年 8 月 25 日に行われました、第 35 回本試験ライティング問題の模範解答を記載いたします。本試験で

はライティング問題として実際にテーマに沿った文章を作成して頂きます。次回以降の本試験の参考にしてくだ

さい。 

 

【解説】ライティング問題は減点方式を採用しています。 

日本クラウドソーシング検定協会ホームページの解答速報および問題例 

（https://crowd-kentei.or.jp/about_test/grading/） 

ではより詳しくライティング問題のルールを記載しておりますので、是非ご参照ください。 

 

模範解答では下記の点などを守っています。 

・キーワードは必ず文中で使用してください。 

・記述すべきテーマから外れないように記述してください。 

・規定された文字数を超えないようにしてください。 

・「です・ます」「である・だ」等表記の統一を行ってください。 

・主語、述語等は正しく使用してください。 

 

【問.1】 日焼けについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】夏の暑い日差しの中にいると、日焼けしてしまう方も多いのではないでしょうか。 

 

キーワード 1：プール 

キーワード 2：ケア 

 

【模範解答 1】250 文字 

陽射しの強い季節になると、日焼けを気にする方も多いのではないでしょうか。日焼けした肌を放っておくと、

しみやたるみの原因となります。その為、プールや海など夏のレジャーに出かけた時だけでなく、日々の生活で

もケアが重要になってきます。 

その対策として、日焼け止めは有効なアイテムで、クリーム、スプレー、パウダーなど多種多様な種類が販売さ

れています。また、大人だけでなく、子供や赤ちゃんの敏感な肌にも安心な日焼け止めも最近は人気です。 

紫外線からお肌を守るため、自分に合った日焼け止めでしっかり対策をしましょう。 

 

【模範解答 2】271 文字 

8 月を迎え、暑い日差しが降り注ぐ季節がやってまいりました。今年も例年通り猛暑が続く夏休みになりそうで

す。そのような中、長い休みに合わせてお出かけする機会が多くなるのではないでしょうか。夏場のレジャーを

楽しむために、少しでも涼しく過ごせそうな海やプールに出かけたくなる方も多いでしょう。しかし、涼しく過



ごせそうな場所でも屋外の場合、強い日差しに含まれる紫外線によりお肌へのダメージが蓄積していきます。夏

の暑い日差しは日焼けや染み、火傷の原因となり大変危険です。日焼け止めクリームなど利用してお肌のケアを

十分に行い、楽しい夏休みをお過ごし下さい。 

 

【模範解答 3】297 文字 

暑い夏、プールや海を楽しんだ方も多かったことでしょう。しかし何も対策をせずに日差しの下にいると、ひど

い日焼けをしてしまうことがあります。日焼けは肌に大きなダメージを与え、そのまま放っておくとシミやしわ

の原因となってしまいます。ひどい時には水膨れになってしまうこともありますので、正しい日焼け対策を知る

ことはとても大切です。一番簡単にできることは、日焼け止めをしっかりと塗るということではないでしょうか。

日焼け止めは多くの種類が販売されているので、自分に合った日焼け止めを正しく使いましょう。そして日焼け

をしてしまった時には、すぐに冷やす、保湿をする、ビタミン C を摂取する、などのケアが有効です。 

 

【問.2】お土産について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】夏休みに旅行へ行って、友達や同僚にお土産を買う方も多いのではないでしょうか。 

 

キーワード 1：名産 

キーワード 2：郵送 

 

【模範解答 1】272 文字  

この夏旅行へ行って、友達にお土産を買ってきた方も多いのではないでしょうか。贈る相手を思い浮かべながら

お土産を選ぶことは、旅の楽しみのひとつといえます。また、自分用にお土産を選ぶのも楽しい思い出となりま

す。その土地でしか買えない名産に出会えるのも、旅の醍醐味でしょう。しかしついお土産を買い過ぎてしまっ

たり、重かったりする時は、郵送すると便利です。帰る日に合わせて日時指定して送れば、ちょうど帰宅した時

に受け取ることができます。そして友達などにお土産を配る時には、旅行の話題で盛り上がったり、写真を見せ

合ったりして、もう一度楽しむことができます。 

 

【模範解答 2】298 文字 

夏の長期休暇に合わせて、普段では時間がなく行くことができない場所へ旅行に行く方もいるのではないでしょ

うか。最近では、インターネットを利用して、写真や映像を見ることができます。しかし、その土地の建物や食

べ物、空気は現地に行かないと感じられない部分も多いので、長いお休みを利用して足を運ぶとよいでしょう。

また、旅行先の名産品や掘り出し物を直接見ることができます。旅行先でお土産を選ぶ際に困ることのひとつは、

手荷物が増えてしまうことです。魅力ある名産を前にして、持つことができないからという理由で購入を諦めて

しまうのはあまりにも勿体無いことです。まずは郵送でお土産を自宅に送れるかお店に確認しましょう。 

 

【模範解答 3】300 文字 

出張や旅行から帰って来るときに、多くの方は滞在していた地域の名産をお土産として買ってくるのではないで

しょうか。その際、お土産を渡す相手を考えて、お菓子にしたり、海産物や農産物にしたりと少し悩んでしまう



方も多いでしょう。職場であれば、上司や同僚の人数分の個数が必要ですので、無難なところでお菓子が良いで

しょう。また家族であれば、料理に使用できる海産物や農産物などの食材が喜ばれるのではないでしょうか。 

食材は重くてサイズも大きいと持ち歩きにくいですし、また冷蔵が必要なものもあるので自宅に郵送するのがお

勧めです。 

お土産は相手へのちょっとした心遣いですので、もらう相手が喜んでくれるものを選んでみましょう。 

 

【問.3】お弁当について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してくだ 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】食費を節約するために、毎日の昼食にお弁当を用意する方も多いのではないでしょうか。 

 

キーワード 1：手作り 

キーワード 2：栄養 

 

【模範解答 1】285 文字 

ご家族を持つ母親として、毎日のお弁当作りを頑張っている方も多いのではないでしょうか。朝早く起きてお弁

当を作ることはとても大変なことですが、家族の喜ぶ顔や空っぽのお弁当箱を見ると、疲れも飛ぶことでしょう。

何よりも手作りのお弁当は、市販のお弁当よりも栄養バランスがよく安上りです。 

お弁当のために前日の夜から準備することもあるでしょう。その際は夕飯の残りをうまく活用したり、下ごしら

えをしたりしておけば、朝の作業がとても楽になります。最近ではお弁当作りのための便利なキッチングッズも

多数売られています。毎日のことなので無理し過ぎず楽しく作れるように工夫してみるのもお勧めです。 

 

【模範解答 2】299 文字 

子供に可愛いキャラ弁を作ってあげたい！と思われるお母さんも多いのではないでしょうか。 

キャラ弁は数年前から話題になり、今では小さい子供のいる家庭のみならず、インスタ映えを理由に大人にもブ

ームとなっています。 

見た目も食べるのも楽しく、心を込めた手作り弁当は子供の好き嫌いを回避する一つの手段とも言えるでしょう。

そうした点では、偏食をなくし栄養面でもフォローできる愛情弁当とも言えるのではないでしょうか。 

不器用でなかなか上手にお弁当が作れない方は、100 円均一ショップでも数多く販売されている調理アイテムを

活用するのも良いでしょう。お金をかけず簡単に可愛いキャラ弁作りにチャレンジしてみてはいかがでしょうか。 

 

【模範解答 3】265 文字  

子どもの遠足や運動会などのイベントがあると、手作りのお弁当を用意する家庭が多いのではないでしょうか。 

いつもより贅沢で子どもが大好きなおかずを作ったり、カラフルな色合いのお弁当にしたりといろいろ工夫して

いる事でしょう。もちろん栄養にもこだわって、子どもの成長にプラスとなるような食材をもとに調理している

のではないでしょうか。 

子どもたちは、他の子のお弁当がどうか見たり、自分と比較したりすることもあるでしょう。 

親としては、他の人に見られることを意識してお弁当を用意するのは大変ですが、楽しい食事の時間にするため

少し頑張ってみましょう。 



 

 

【問.4】夏休みの宿題について 320 文字以上 400 文字以内で記述してください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。  

＊文字数は下にカウントされています。ご参考下さい。  

＊書き出し例文を参考にして文章を書いてください。書き出し例文をそのまま使用することは禁止です。  

＊この問題にキーワードはありません。自由に記述してください 。  

 

【書き出し例文】夏休みが残り少ないのに宿題が終わっていない、と慌てた記憶を懐かしむ方もいらっしゃるの

ではないでしょうか。 

 

【模範解答 1】375 文字 

夏休みが終わりに近づき、新学期が始まる直前に慌てて夏休みの宿題を終わらせた方も多くいるのではないでし

ょうか。社会人になってから、計画的にやるべきことを行なっていくことの大切さを肌で味わい、その時初めて

夏休みの宿題が予行練習であると気付く方もいるかと思います。親となった方はお子さんが夏休みの宿題を期間

内に終わらせるように当時を思い出しながら対応されることでしょう。しかし、夏休みはお子さんにとっては誘

惑の塊で、宿題を後回しにしがちです。また後悔しないように説得したところで馬の耳に念仏の状態となってし

まいます。そのような時は、無理やり宿題に向かわせることはせず、自発的に宿題をするよう誘導しましょう。

ご両親が好きなお子さんの場合は、一緒に宿題をしたり、好きなことがあるお子さんはご褒美を用意してあげた

りすると自分から進んで宿題するようになるでしょう。 

 

【模範解答 2】328 文字 

小学生の夏休みの宿題といえば、ドリルや工作などが定番ですが、中でも難関は、読書感想文と自由研究ではな

いでしょうか。毎年最終日まで終わらず、親に手伝ってもらって泣きながら仕上げたという経験は、誰しも一度

はあることでしょう。 

夏休みには、毎日友達と遊んだり家族旅行に出かけたりなど、楽しいイベントが盛りだくさんです。夏休みの宿

題は、きちんと計画を立て、少しずつ済ませばさほど大変な量ではないはずです。しかし楽しい日々が続くとな

かなかそうはいかず、ついつい後回しになりがちです。 

最近ではインターネット上に宿題のヒントが沢山あるようですが、自分の力でちゃんと早めに終わらせてほしい

ものです。そうすれば、その後は楽しい夏休みの思い出をたくさん作ることができるはずです。 

 

【模範解答 3】378 文字 

大人になってからも、夏休みの宿題が終わっていない夢を見てしまう方もいらっしゃるのではないでしょうか。

夏休みを満喫し過ぎて、終わる頃になってから慌ててしまうのは、いつの時代も変わらぬ風景のようです。宿題

の中でも一番苦労するのは、やはり自由研究でしょう。以前ですと慌てて図書館に飛び込んだものですが、今で

はネットで検索、という子供も多いのではないでしょうか。 

また最近では「宿題代行者」という仕事が存在していて、読書感想文や工作など幅広く対応しているそうです。

しかも子どもの筆跡まで真似してくれるので、ばれることはないようです。夏休みにはたくさんのイベントなど

がありますし、それぞれの家庭でいろいろな考え方があるのでしょう。しかし宿題の本来の意味を考えますと当

然自分でやるべきでしょうし、また宿題にきちんと取り組むことは教育上とても大切なことではないでしょうか。 

 

 



ライティング問題-総評- 

 

第 35 回 WEB ライティング技能検定 本試験を受験頂いた皆様、お疲れ様でした。 

ここでは今回の第 35 回 WEB ライティング技能検定 本試験 ライティング問題の総評をお伝えいたします。 

今回の本試験では、4 択問題において、高得点の方とそうでない方との差が明白に確認できています。また、合

格された方はほぼ満点でした。4 択問題は引き続き満点を目指す気持ちで学習を続けて下さい。 

 

実技のライティング問題では、クラウドソーシング上では納品物として承認され難く試験上でも大きく減点対象

となる内容（例えば主観的な表現など）が見受けられた他、誤変換や誤入力、短い文章の連続、助詞の使用方法

や誤字など細かいミス、文章表現として不自然さが感じられるものが目立ちました。今回惜しくも不合格となっ

てしまった方は、本協会より案内しております解答速報、総評、また教材などをご参考にライティングスキル向

上を目指し、学習に励んで下さい。 

 

ライティング問題の総評では、より細かく、一部の方の解答を参考にしてご説明いたします。 

まだライティングに自信がない方もライティングに自信がある方も総評を参考に学習して頂ければ幸いです。 

 

＊今回受験頂いた方の中から主な減点対象を抜粋して総評に加えさせて頂いております。 

 

実技 ライティング問題の個別解答に対する減点箇所 

 

問 1 日焼けについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

キーワード 1：プール キーワード 2：ケア 

 

【解答例 1】 

「よく見かけるのが、ビーチやリゾートへ出かけるときにだけ肌へのケアに注力する方を見かけますが、日々の

習慣づけが大切です。」 

 

上記解答例は、一文の中に同様な表現が繰り返し使用されております。一文に助詞である「が」が多用された文

章です。 

 

【修正例 1】 

「よくビーチやリゾートへ出かけるときにだけ肌へのケアに注力する方を見かけますが、その場だけではなく

日々の習慣づけが大切です。」 

 

上記修正例では繰り返しの表現である「見かける」を 1 つ削除することで助詞の数も整え、文章として通じる形

に修正いたしました。 

たとえ強調したい表現でも、繰り返し使用してしまうと読者に違和感を与えかねません。また、このような表現

は試験では減点対象となってしまいますので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 



「夏のジリジリ焼けるような日差しや、プールで疲れたからといってそのまま寝てしまわずしっかりケアをして

あげることが重要です。」 

 

上記解答例では、並列表現を表す助詞「や」の前後の表現が適切ではありません。 

 

【修正例 2】 

「夏のジリジリ焼けるような日差しの中で、プールで疲れたからといってそのまま寝てしまわずしっかりケアを

してあげることが重要です。」 

 

上記修正例では、並列の表現ではなく、一文として通る形になるよう修正いたしました。 

正しい並列の表現でないと、読者に違和感を与えかねません。また、このような表現は試験では減点対象とな

ってしまいますので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「日焼けというのは太陽光に含まれる紫外線が肌に浸透し皮膚の表面が焼け、肌の色が焦げたような色になる現

象です。」  

 

上記解答例は、一文に助詞である「に」「が」が多用された文章です。 

 

【修正例 3】 

「日焼けというのは太陽光に含まれる紫外線が肌へと浸透し、皮膚の表面が焼けてまるで焦げたような色になる

現象です。」 

 

上記修正例では、助詞の数を整えるため、文意を鑑みながら自然な形で修正いたしました。読者にとって読みや

すい文章を心がけるようにしましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「赤みや火傷の状態が引いたら保湿に徹底しましょう。」 

 

上記解答例では、使用する助詞が違っているため文意が伝わりづらくなっております。 

 

【修正例 4】 

「赤みや火傷の状態が引いたら保湿を徹底しましょう。」 

 

上記修正例では、「保湿に徹底」を「保湿を徹底」と文意が通るように助詞を修正いたしました。読者にとって読

みやすい文章を心がけるようにしましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「濡れたタオルや保冷剤などを使用し、肌を冷やします。ぬるめのシャワーを浴びたり、水風呂に入ったりしま



しょう。」 

 

上記解答例は、短い文が連続した表現となっております。 

 

【修正例 5】 

「濡れたタオルや保冷剤などを使用し、肌を冷やすことが重要です。また、ぬるめのシャワーを浴びたり、水風

呂に入ったりしましょう。」 

 

上記修正例では 2 つの短文の間に接続詞「また」を入れる形に修正いたしました。 

短文になる際は、文間に適切な接続詞を入れることで読みやすさを増し、全体が文章として認識されやすくなり

ます。さらに読みやすい文章はクラウドソーシングサイトでも承認されやすくなりますので、このあたりを意識

した文章作成を心がけましょう。 

 

 

問 2 お土産について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

キーワード 1：名産 キーワード 2：郵送 

 

【解答例 1】 

「しかし量が多いとかさばったり、名産品で取扱が難しいなど。お土産というのは旅行中に多々頭を悩ませる事

があります。」 

 

上記解答例では、対等関係を示す「たり」が 2 回使われておりません。また、句読点が適切に使用されておりま

せん。 

 

【修正例 1】 

「しかし量が多いとかさばったり、名産品で取扱も難しかったりなど、お土産というのは旅行中に多々頭を悩ま

せる事があります。」 

 

上記修正例では文意を鑑みながら「～たり」の表現を削除する形で整えました。対比するものが無いときは、「～

たり」の表現は控えるようにしましょう。また句点（。）を読点（、）に修正することで自然な形の文章にいたし

ました。このようなものは文章作成後の見直しを行うことで軽減できます。文章作成後は見直しを行うようにし

ましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「最近では購入先から宅配便や郵送する手配もセットとなっている場合が多いので、大変助かりますね。」 

「お土産だけではなく、荷物も一緒に自宅に送って帰りは手ぶらでということも可能となりました。」 

 

上記解答例は、口語表現と文語表現が混在する文章です。 

 

【修正例 2】 

「最近では購入先から宅配便や郵送する手配もセットとなっている場合が多いので、大変助かります。」 



 

上記修正例では「助かりますね」の口語表現を「助かります」という文語表現に修正を行いました。 

このように口語表現と文語表現が混在してしまうと、場合によって読者に違和感を与えてしまいますので注意し

ましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「お土産を選ぶときに優先するポイントは、ひとそれぞれで異なることでしょう。」 

「せっかく選ぶのだから、渡す人には喜んでもらいたいものです。」 

  

上記解答例では１つの文章の中に「ひと」「人」のように異なる表現が混在しています。 

 

【修正例 3】 

「お土産を選ぶときに優先するポイントは、ひとそれぞれで異なることでしょう。」 

「せっかく選ぶのだから、渡すひとには喜んでもらいたいものです。」 

 

上記修正例では、「ひと」に統一しました。同一の文章内に表記ゆれが混在すると、読者に読み難さや違和感を与

えてしまいます。 

このようなものは文章作成後の見直しを行うことで軽減できます。文章作成後は見直しを行うようにしましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「飛行機の重量制限を超えてしまうとう場合に役割を果たすものです。」  

 

上記解答例は、「しまうとう」が誤入力になります。 

 

【修正例 4】 

「飛行機の重量制限を超えてしまうという場合に役割を果たすものです。」 

 

上記修正例では、誤入力を修正しました。「しまうという」が正しい表現となります。 

特に WEB ライティングでは誤字脱字が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「帰り道は、ゆっくりと身体を休めるという余裕を持ったスケジュールで楽しい思い出づくりをしたいもので

す。」  

 

上記解答例は、一文に助詞である「を」が多用された文章です。 

 

【修正例 5】 



「帰り道は、ゆっくりと身体を休めるという余裕のあるスケジュールで楽しい思い出づくりをしたいものです。」 

 

上記修正例は、文意を鑑みて助詞の数を整え自然な形で修正いたしました。同じ助詞を多用してしまうことで、

読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

 

 

問 3 お弁当について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

キーワード 1：手作り キーワード 2：栄養 

 

【解答例１】 

「健康志向の強い諸費者が増えていることもあり、」  

 

上記解答例では、「諸費者」が誤字となります。 

 

【修正例 1】 

「健康志向の強い消費者が増えていることもあり、」 

 

上記修正例では、誤字を修正しました。「消費者」が正しい表現となります。 

特に WEB ライティングでは誤字脱字が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめ

いたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することも

できます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「この男子、お弁当を手作りするだけでなく、インスタグラムにアップするのも流行ってます。」 

 

上記解答例は、一文中の主語と述語の関係が変化してしまっており、読み難さを与えかねない文章となっており

ます。 

 

【修正例 2】 

「この男子の間では、お弁当を手作りするだけでなく、インスタグラムにアップするのも流行ってます。」 

 

上記修正例では、文中にある主語「男子」に対して以下の述語部分の文意とつながるよう修正を行いました。 

読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「また食品添加物を気になります。」 

 

上記解答例では、助詞の使用方法に誤りがあります。 

 

【修正例 3】 



「また食品添加物も気になります。」 

 

上記修正例では、助詞「を」から意味が通る形の「も」に修正いたしました。 

WEB ライティングでは一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字

脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「毎日の食材を週末に用意して、前日の夜に詰めるだけで特に手間はかかりません。」 

 

上記解答例は、一文に助詞である「に」が多用された文章です。 

 

【修正例 4】 

「毎日の食材を週末に用意して、前日の夜に詰めるだけで特段手間はかかりません。」 

 

上記修正例は、文意を鑑みて助詞の数を整え自然な形で修正いたしました。同じ助詞を多用してしまうこと

で、読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「日々自分で作り続けることで栄養の偏りを防ぐことができます。」 

 

上記解答例は、主語が不明確となっております。 

 

【修正例 5】 

「日々自分で弁当を作り続けることで栄養の偏りを防ぐことができます。」 

 

上記修正例では、「弁当」を追記することでこの文章の主語を明確にし、文意が通るよう修正いたしました。 

一文中で主語が不明確になると文章としては不完全となり、口語（しゃべり言葉）のように読者に取られかねま

せん。読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 

 

 

問 4 夏休みの宿題について 320 文字以上 400 文字以内で記述してください。 

キーワード なし 

 

【解答例 1】 

「夏休みの宿題は、どなたでも、８月の末になると、慌てて、まとめてやった方もいらっしゃるのではないでし

ょうか。私もそうでした。」 

 

上記解答例は、「私もそうでした。」と主観的な表現が見られます。 

 

【修正例 1】 



「夏休みの宿題を、８月の末になって慌てて、まとめてやった方も多いのでないでしょうか。」 

 

「私もそうでした。」という表現は筆者の意見を押し出す表現になります。結果として全体的に感想文のような

内容になり、試験では大きな減点対象となってしまいます。またそのような文章はクラウドソーシングサイトで

承認を得られないことも多くありますので、主観的な表現を使わないように注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「無計画に仕事をしていると、納期に間に合わなかったり、仕上がりの悪い商品を納品することに繋がりかねま

せん。」 

  

上記解答例では、対等関係を示す「たり」が 2 回使われておりません。また一文に助詞である「に」が多用され

た文章です。 

 

【修正例 2】 

「無計画に仕事をしていると、納期が間に合わなかったり、仕上がりの悪い商品を納めたりすることに繋がりか

ねません。」 

 

上記修正例では文意を鑑みながら「～たり」の表現を削除する形で整えました。対比するものが無いときは、「～

たり」の表現は控えるようにしましょう。また文意を鑑みて客観的な表現にし、更に助詞の数を整え自然な形に

修正いたしました。同じ助詞を多用してしまうことで、読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「そしてその親を助けるためのサービスを行っている企業もあるようです。」 

「しかし学校側としては、あまりおすすめできないサービスですよね。」 

 

上記解答例は、口語表現と文語表現が混在する文章です。 

 

【修正例 3】 

「そしてその親を助けるためのサービスを行っている企業もあるようです。」 

「しかし学校側としては、あまりおすすめできないサービスではないでしょうか。」 

 

上記修正例では「ですよね」の口語表現を「ではないでしょうか」という文語表現に修正を行いました。 

このように口語表現と文語表現が混在してしまうと、場合によって読者に違和感を与えてしまいますので注意し

ましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「大人になった今、あの時を懐かしみ時々思い出すという方は多いのではないでしょうか。」 

「しかし、夏休みの宿題を 8 月 31 日に泣きながら終わらせたという苦い思い出がある人もいらっしゃるでしょ

う。」 



 

上記解答例では１つの文章の中に「方」「人」のように異なる表現が混在しています。 

 

【修正例 4】 

「大人になった今、あの時を懐かしみ時々思い出すという方は多いのではないでしょうか。」 

「しかし、夏休みの宿題を 8 月 31 日に泣きながら終わらせたと、いう苦い思い出がある方もいらっしゃるでし

ょう。」 

 

上記修正例では、「方」に統一しました。同一の文章内に表記ゆれが混在すると、読者に読み難さや違和感を与え

てしまいます。 

このようなものは文章作成後の見直しを行うことで軽減できます。文章作成後は見直しを行うようにしましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「先延ばしの習慣がついてしまっている方は、物事を進める前に先に優先順位を確認することを身につけましょ

う。」 

 

上記解答例では、一文に助詞である「を」「に」が多用された文章です。また「先に」「優先順位を」と同様の表

現が連続してしまっております。 

 

【修正例 5】  

「先延ばしの習慣がついてしまっている方は、物事を進める際、事前に優先順位を確認するようにしましょう。」 

 

上記修正例では、文意を鑑みて助詞の数を整えました。また、「先に」を「事前に」に修正することで自然な形に

なるよう修正いたしました。 

同様の表現が連続してしまうと、読者に読み難い印象を与えかねません。またそのような文章はクラウドソーシ

ングサイトで承認を得られないことも多くありますので注意しましょう。 

このような問題は、一度見直しを行うことで文章が不自然になっていないかなどを確認することもができます。 

 

 

実技 ライティング問題の総合的な減点箇所 

 

 

今回受験頂いた方の内、惜しくも不合格となられた方々に共通する減点箇所としては、助詞の連続使用や使い方、

表記ゆれ、口語表現と文語表現の混在、誤字脱字や誤変換などが多く見受けられました。 

 

そして、文章表現として不自然さを感じさせる内容は、読者に読み難さを与えてしまうだけでなく、クラウドソ

ーシング上でも非承認となりやすい文章となります。特に文章中の主語は何なのか、が不明確になると不自然さ

が強くなってしまいますので注意しましょう。 

 

他にも一文に情報を詰め込み過ぎてしまうと、助詞の連続使用など意図しないミスが多くなることがあります。

ライティングを終えた際には文章の見直しを行い、誤った表現や意味が通り難い文章の有無などを確認するよう



にしましょう。 

 


